





                                                       『鼻持ちならないガウチョ』
                                                                      　
    白水社
  二〇一四年三月
  『鼻持ちならないガウチョ』は、大長編『２６６６』と並ぶ
チリの作家ロベルト・ボラーニョの遺作で、亡くなった三週間後に出版された。 「ジム」 、 「鼻持ちならないガウチョ」 、 「鼠警察」 、 「バルバ ・ ーセットの旅」 、 「二つのカトリック物語」の五編の短編のほか二つの講演録が収載されている。
本書のタイトルにもなっている「鼻持ちならないガウチョ」

















の死骸を捨てるだろうよ」 。二匹 死を賭して戦い、十分後には首を嚙み切られたエクトル 死体が地に横た り、事件は終わった。だが、 彼にでき ことは「事件のこ 忘 生き続け、働き続けること」だった「正義」を求めながらも、そのために尽くした行為は闇に葬られ、やはり求めた「幸福」も、 「そんなものが本当は存在しないことは分か ていても 口実に、日ごろの英雄的な行動の舞台装置に 舞台の緞帳に」しかならないも だったのだ 訳者あとがき」にあるように、この短編を読む き、どうしてもラテンアメリカの軍政期の行方不明者 連想し いではいられない。「祖国」 、 「文学」 、 「正義」 、 「幸福」……
─
求めても定まら













                                                                               （武田千香）
                            
